
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 R6.2.１ 

  

 

 

～3.11 被災地視察研修に 

参加して part7～ 

令和５年 3月 27 日～29 日の

間、「3.11 被災地視察研修」に

参加しました。 

大川小学校で、多くの死者を

出した要因は何だったのでし

ょうか。当時中学校教師だった

遺族の佐藤さんは、いくつか述

べられました。まず、海岸から

離れた学校に、津波など来ない

だろうと言う過信。次に、教職

員間の意思疎通がうまくでき

ていなかったと言う事実。私

は、どちらも、どの学校でもあ

り得る課題だと思いました。 

佐藤さんは言います。だから

こそ、日頃の訓練で、災害時の

行動を決めて行動しておく事

が大切だと。 

現地の言葉「大川小学校が教

えてくれる。」 

 

１月１日、能登半島で地震が発生し、大きな被害が出ました。 

私は、学校が明るい笑顔と声に満ち、当たり前に勉強や運動に取り組める事

ができる幸せを、改めてかみしめています。 

多くの学校で、まだまだ大変なご苦労をされている関係者の皆様にエールを

送るとともに、それぞれが自分にできることを考えていきたいものです。 
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